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（１）  研究対象 
 本研究では，都内市⽴⼩学校 6 年⽣が⾏う学級会を対象とし，質問紙調査と
学級担任の観察結果から，⼈前で発表したり意⾒を述べたりすることに苦⼿意
識をもっている 4 名の児童（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）を観察対象として抽出した． 

















レット端末で Mentimeter１を利⽤し，観察対象児 4 名の児童 A・B・C・D が
⾃分の意⾒を発表しやすくなるか検証を⾏った． 
 


























第 1 回 2019 年 4 ⽉ 24 ⽇ 1 学期の係を決めよう 
第 2 回 2019 年 5 ⽉ 10 ⽇ ロング集会でやるお店の⼤体の内容を決めよ
う 
第 3 回 2019 年 5 ⽉ 17 ⽇ ⾬の⽇を有意義に過ごすためのゲーム⼤会の
計画を⽴てよう 
第 4 回 2019 年 5 ⽉ 30 ⽇ ロング集会のくわしい内容を決めよう 
第 5 回 2019 年 6 ⽉ 4 ⽇ ６−２オリジナルソングをつくろう① 
第 6 回 2019 年 6 ⽉ 11 ⽇ ６−２オリジナルソングをつくろう② 
第 7 回 2019 年 7 ⽉ 9 ⽇ 令和最初の夏祭りの計画を⽴てよう 
第 8 回 2019 年 8 ⽉ 30 ⽇ 2 学期の係を決めよう 
  
（２） 検証⽅法 













（１） 児童 A の状況 




（  １   ２   ３   ４  ） 
②タブレットがあることで，学級会がよりよくなっていると思う． 
（  １   ２   ３   ４  ） 
③タブレットに文字を入力するのは得意である． 
（  １   ２   ３   ４  ） 
④タブレットを使うことで，あなたは意見を発表しやすくなっている． 
（  １   ２   ３   ４  ） 
⑤タブレットを使うことで，友達は意見を発表しやすくなっていると思
う． 





















（３）児童 C の状況 




（４）児童 D の状況 
 7 ⽉ 9 ⽇の第７回学級会では，タブレット型端末から「前後半でわかれると
⼀つ 3 ⼈になるから準備が⼤変なのはやめたほうがいいと思う．前後半合わせ























































































































































児童 A よくあてはまる 
児童 B よくあてはまる 
児童 C どちらかといえばあてはまる 
児童 D どちらかといえばあてはまる 
②タブレットがあることで学級会がよりよくなっていると思う 
児童 A どちらかといえばあてはまる 
児童 B よくあてはまる 
児童 C どちらかといえばあてはまる 
児童 D どちらかといえばあてはまらない 
③タブレットに⽂字を⼊⼒するのは得意である 
児童 A どちらかといえばあてはまらない 
児童 B どちらかといえばあてはまる 
児童 C よくあてはまる 
児童 D よくあてはまる 
④タブレットを使うことであなたは意⾒を発表しやすくなっている 
児童 A よくあてはまる 
児童 B よくあてはまる 
児童 C どちらかといえばあてはまらない 
児童 D よくあてはまる 
⑤タブレットを使うことで友達は意⾒を発表しやすくなっている 
児童 A よくあてはまる 
児童 B よくあてはまる 
児童 C よくあてはまる 





























１ Mentimeter   https://www.mentimeter.com/ 
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